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本
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら

十
年
目
を
迎
え
る
年
で
あ
り
、

復
興
・
創
生
期
間
の
最
終
段
階

と
し
て
、
本
市
の
復
興
を
成
し

遂
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
五
月
に
は
薄
磯
地
内
に
「
い

わ
き
震
災
伝
承
み
ら
い
館
」
が

供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
本
市

の
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
の
中

核
拠
点
施
設
と
し
て
、
震
災
の

記
憶
と
教
訓
を
確
実
に
後
世
へ

と
伝
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防

災
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
四
ツ
倉
駅
に
整
備
を

進
め
て
い
る
跨
線
人
道
橋
に
つ

い
て
は
、
令
和
三
年
度
の
完
成

に
向
け
て
工
事
な
ど
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
汚
染
水
対
策
も
含
め

た
廃
炉
の
取
り
組
み
や
適
正
な

損
害
賠
償
の
実
施
な
ど
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
、
国
お
よ
び
東

京
電
力
に
申
し
入
れ
を
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
風
評
の
払

拭
に
向
け
て
は
、
農
林
水
産

業
・
観
光
業
の
回
復
を
図
る
と

と
も
に
、
津
波
で
被
災
し
た
沿

岸
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

　本
市
の
未
来
に
つ
な
げ
る

　
本
年
は
東
京
二
○
二
○
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
三
月
に
は
ギ
リ
シ
ャ
で

採
火
し
た
火
を
展
示
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
聖
火
リ

レ
ー
が
市
内
で
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
サ
モ
ア
独
立
国
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
役
割
も
果

た
し
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
五
月
に
は
六
年
ぶ
り
と
な
る

プ
ロ
野
球
の
公
式
戦
「
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
対
中
日
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
」
が
、
六
月
に
は
第
三
十

八
回
全
日
本
級
別
サ
ー
フ
ィ
ン

選
手
権
大
会
が
、
八
月
に
は
全

日
本
中
学
野
球
選
手
権
大
会

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
カ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
全
国

レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
通

し
て
、
震
災
か
ら
着
実
に
復
興

し
て
い
る
本
市
の
姿
を
国
内
外

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
本
パ
ラ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
連
盟
が
本
市
に
拠
点
を

移
転
し
た
こ
と
か
ら
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
、
共
生

社
会
の
実
現
に
も
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

○
健
康
長
寿
の
実
現
を
目
指
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
能
を
健

康
・
福
祉
プ
ラ
ザ
「
い
わ
き

ゆ
っ
た
り
館
」
に
整
備
し
、
健

康
運
動
指
導
士
や
管
理
栄
養
士

な
ど
、
専
門
職
に
よ
る
運
動
・

栄
養
・
健
康
の
相
談
や
指
導
を

一
体
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
全
般
に
対
す
る
総

合
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
な
が
ら
、

運
動
習
慣
の
醸
成
と
生
活
習
慣

の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
長

野
県
佐
久
市
と
健
康
長
寿
に
関

す
る
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
、

お
互
い
の
優
れ
た
取
り
組
み
な

ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
人
生

百
年
時
代
を
見
据
え
た
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
勿
来
の
関
公
園
か
ら

久
之
浜
防
災
緑
地
ま
で
総
延
長

約
五
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市

自
転
車
道
路
網
「
い
わ
き
七
浜

海
道
」
を
令
和
二
年
度
の
完
成

を
目
指
し
、
整
備
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
づ
く
り
や
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

○
将
来
を
見
据
え
た
次
世
代
エ

　ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
構
築
す
る

　
現
在
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
な
ど
に
基

づ
き
、
風
力
発
電
施
設
が
整
備

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
施

設
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

本
市
が
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

創
る
一
大
拠
点
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能

な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
貯
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
「
い
わ
き
バ
ッ

テ
リ
ー
バ
レ
ー
構
想
」
を
力
強

く
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
取
り
組
み
の
拡
大
に
向
け
、

水
素
バ
ス
を
導
入
す
る
事
業
者

な
ど
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
「
創
る
・
貯
め
る
・

使
う
」
の
三
つ
の
柱
を
軸
に
、

新
た
な
産
業
や
雇
用
の
創
出
に

つ
な
げ
、
復
興
・
創
生
を
実
現

し
て
い
き
ま
す
。

 

復
興
の
総
仕
上
げ

い
わ
き
新
時
代
へ
の
挑
戦市内の子どもたちなどと交流を行った

サモア独立国ラグビー代表チーム

一部区間で供用を開始したいわき七
浜海道

いわきバッテリーバレーフェスタ20
19で水素を使う燃料電池バスが運行

こ
　せ
ん

し
ょ
く

ふ
っ

た
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清
水
市
長
は
、
昨
年
十
月
に

発
生
し
た
台
風
第
十
九
号
お
よ

び
十
月
二
十
五
日
の
大
雨
に
よ

る
災
害
か
ら
の
復
旧
状
況
に
つ

い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
発
災

前
よ
り
も
さ
ら
に
強
靭
な
防

災
・
減
災
の
仕
組
み
を
つ
く
る

た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た
っ

て
災
害
に
強
い
、
安
全
・
安
心

な
ふ
る
さ
と
・
い
わ
き
を
築
い

て
い
け
る
よ
う
、
全
力
を
傾
注

し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

　
市
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
復

興
の
総
仕
上
げ
や
、
い
わ
き
新

時
代
へ
の
挑
戦
な
ど
に
つ
い
て
、

考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
、

活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
を
築

き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

現
在
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
す
べ
く
、
市
総
合
計
画

の
見
直
し
と
と
も
に
、
い
わ
き

創
生
総
合
戦
略
と
市
教
育
大
綱

の
改
定
も
同
時
並
行
で
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
三
本
の
矢

に
な
ぞ
ら
え
、
中
・
長
期
を
見

据
え
た
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

礎
と
な
る
仕
組
み
を
つ
く
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

考
え
方
の
下
、
本
年
は
復
興
の

総
仕
上
げ
と
い
わ
き
新
時
代
へ

の
挑
戦
な
ど
に
重
点
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
も
本
市
を
襲

う
か
も
し
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
を
、
未
然
に
防
ぐ
「
防

災
」
、
被
害
を
抑
え
る
「
減

災
」
、
皆
の
力
を
結
集
し
被
災

を
克
服
し
て
い
く
「
克
災
」
と

い
う
三
つ
の
視
点
で
危
機
管
理

能
力
を
高
め
「
災
害
を
克
服
す

る
力
強
い
ま
ち
・
い
わ
き
」
、

そ
し
て
未
来
に
つ
な
ぐ
「
い
わ

き
新
時
代
」
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
創
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
の
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

き
ょ
う
じ
ん

災害に強く安全・安心ないわき市を目指す

災
害
を
克
服
し
、
共
に
創
る
「
い
わ
き
新
時
代
」

令
和
２
年
新
春
市
長
記
者
会
見

　令
和
二
年
新
春
市
長
記
者
会
見
を
一
月
七
日
に
、
市
役
所
で
行
い
ま

し
た
。
清
水
市
長
は
、
年
頭
所
感
と
し
て
、
災
害
か
ら
の
復
旧
や
今
後

の
市
政
運
営
な
ど
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。



　
清
水
市
長
は
、
台
風
第
十
九

号
等
に
よ
る
災
害
か
ら
の
復
旧

な
ど
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
、

被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
再
建
の

第
一
歩
と
し
て
住
宅
の
応
急
対

策
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
被
災

さ
れ
た
中
小
事
業
者
に
対
す
る

事
業
の
早
期
再
開
に
向
け
た
支

援
や
、
支
援
制
度
の
要
件
緩

和
・
県
独
自
の
支
援
制
度
の
創

設
等
に
つ
い
て
国
・
県
に
要
望

を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
向
け
、
災
害
か
ら

の
復
旧
な
ど
に
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
災
害
対

応
業
務
の
迅
速
な
実
施
に
当
た

り
、
市
地
域
防
災
計
画
や
市
業

務
継
続
計
画
な
ど
が
十
分
に
機

能
し
た
か
を
確
認
し
、
業
務
遂

行
上
の
課
題
な
ど
を
明
ら
か
に

し
て
今
後
の
防
災
対
策
に
反
映

す
る
た
め
、
大
学
の
有
識
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
、
災
害
対
応

に
関
す
る
検
証
委
員
会
を
設
置

す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
モ
ア
独
立
国
と
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
に
つ
い
て
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日

本
大
会
に
出
場
し
た
同
国
の
ラ

グ
ビ
ー
代
表
チ
ー
ム
が
、
九
月

十
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
間
、

本
市
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
等
多
く
の
方
が
選

手
と
直
接
触
れ
合
う
な
ど
、
本

市
と
同
国
と
の
よ
り
一
層
の
相

互
交
流
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
報

告
し
、
今
後
も
同
国
と
の
交
流

を
進
め
な
が
ら
、
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
と
し
て
友
好
関
係
を
深
め
て

い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

○
い
わ
き
市
い
わ
き
震
災
伝
承

　み
ら
い
館
条
例
の
制
定
に
つ

　い
て

　
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
お
よ

び
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
確
実
に

後
世
へ
と
伝
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
災
害
に
対
す
る
危
機
意

識
お
よ
び
防
災
意
識
の
醸
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
震

災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
」
を
推
進

す
る
た
め
の
中
核
拠
点
施
設
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
同
館

に
つ
い
て
、
同
館
の
設
置
お
よ

び
管
理
に
関
す
る
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
同
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

○
い
わ
き
市
指
定
通
所
支
援
の

　事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び

　運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

　め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
児
童
福
祉
法
施
行
令
お
よ
び

地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
に
よ
り
地
方
自

治
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事

業
者
の
指
定
な
ど
の
権
限
が
中

核
市
に
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等

の
人
員
、
設
備
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
基
準
な
ど
に
つ
い
て
規

定
す
る
た
め
、
同
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同

　意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
馬
目
　
順
一
（
再
任
）

○
澤
渡
財
産
区
管
理
委
員
選
任

　の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　い
て

・
佐
川
　
憲
司
（
新
任
）

○
田
人
財
産
区
管
理
委
員
選
任

　の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　い
て

・
緑
川
　
惠
（
新
任
）

市
長
か
ら
の
行
政
報
告

主
な
議
案

主な補正予算
▶強い農業・担い手づくり総合支援交付金＝24億
  1,443万２千円
▶地域防災がけ崩れ対策事業費＝７億300万円
▶被災者生活支援特別給付金＝４億1,990万円
▶災害援護貸付金＝３億4,920万円
▶災害対策等緊急事業費＝２億2,720万７千円
▶障害児通所支援事業費＝１億5,618万９千円

行政報告をする清水市長

５月に供用を開始する予定のいわき
震災伝承みらい館
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市議会12月定例会を開催
　いわき市議会12月定例会が、12月５日から19日までの15日間の会期で開催されました。
議会では一般・特別・企業会計を合わせて、総額51億7,964万７千円に上る補正予算な
どが審議され、39議案が可決・同意されました。
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○
地
域
人
財
の
育
成
・
ひ
と
づ

　く
り

　
次
の
時
代
を
担
う
人
財
の
育

成
に
つ
な
げ
る
た
め
、
生
徒
会

長
サ
ミ
ッ
ト
や
い
わ
き
志
塾
、

い
わ
き
ア
カ
デ
ミ
ア
の
取
り
組

み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
奨

学
金
の
返
還
を
支
援
し
、
本
市

へ
の
若
者
の
定
着
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
り
、
出
産
・
子
育
て

を
総
合
的
に
切
れ
目
な
く
支
援

す
る
い
わ
き
ネ
ウ
ボ
ラ
の
取
り

組
み
を
着
実
に
推
進
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
子
育
て
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
、
虐
待
か
ら
子
ど

も
や
妊
産
婦
な
ど
を
守
る
「
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の

設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
医
療
セ
ン
タ
ー
が

駐
車
場
整
備
な
ど
の
工
事
が
完

了
す
る
令
和
二
年
度
末
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

寄
附
講
座
の
継
続
や
、
診
療
所

を
開
設
す
る
際
の
支
援
な
ど
に

よ
り
、
医
療
人
財
を
確
保
し
、

地
域
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
加
え
て
、
多
文
化
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
課
題
解
決
に

取
り
組
む
た
め
、
関
係
機
関
と

連
絡
協
議
会
を
設
置
す
る
な
ど
、

外
国
人
に
と
っ
て
も
働
き
や
す

く
、
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
価
値
の
向
上
・
ま
ち
づ

　く
り

　
中
心
市
街
地
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
、
昨
年
策
定
し
た
（
仮

称
）
磐
城
平
城
・
城
跡
公
園
基

本
計
画
に
基
づ
き
用
地
取
得
や

体
験
学
習
施
設
の
整
備
な
ど
を

進
め
、
同
公
園
の
令
和
三
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
さ
ら
な

る
活
性
化
に
向
け
た
い
わ
き
駅

並
木
通
り
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
施

行
主
体
で
あ
る
市
街
地
再
開
発

組
合
や
、
特
定
業
務
代
行
者
と

と
も
に
、
早
期
着
工
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
市
の
将
来
都
市

像
で
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
の
形
成
に
向
け
て
策
定

し
た
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
・
市
立
地
適
正
化
計
画
に

基
づ
き
市
街
地
の
再
生
を
図
る

た
め
、
市
営
天
王
崎
団
地
解
体

後
の
土
地
利
用
の
検
討
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
常
磐
地
区
な
ど

に
お
い
て
、
医
療
・
商
業
・
行

政
な
ど
の
日
常
サ
ー
ビ
ス
機
能

の
再
編
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
拡
充
や
集

落
支
援
員
の
配
置
に
よ
り
、
地

域
社
会
の
維
持
に
向
け
た
取
り

組
み
や
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
産
業
の
振
興
・
し
ご
と

　づ
く
り

　
農
業
の
分
野
で
は
、
中
山
間

地
域
の
特
色
あ
る
農
産
物
を
活

用
し
、
産
地
形
成
の
モ
デ
ル
と

な
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

林
業
の
分
野
で
は
、
森
林
経
営

管
理
法
が
施
行
さ
れ
、
市
が
森

林
所
有
者
に
代
わ
っ
て
森
林
施

業
を
直
接
実
施
す
る
こ
と
な
ど

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
の
本
格
的
な
取
り
組
み
に

向
け
て
、
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
水
産
業
の
分
野
で
は
、

水
産
物
の
消
費
拡
大
や
販
売
強

化
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、
公

民
館
で
の
市
民
講
座
の
開
催
や

学
校
給
食
で
の
提
供
な
ど
を
通

し
て
、
各
世
代
に
お
け
る
魚
食

普
及
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
の
本
社
機
能
誘

致
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
企

業
の
地
方
拠
点
の
充
実
・
強
化

と
、
若
者
が
働
き
た
い
と
思
う

魅
力
あ
る
し
ご
と
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と

づ
く
り

令和２年新春市民のつどいを開催

きれいな音色で会場を彩っ
た箏と尺八による演奏

新年のあいさつをする清水
市長

　新春市民のつどいを１月７日、パレスいわやで
開催し、市民の皆さんや市内の事業所の方々など
約540人が参加しました。
　同つどいでは、昨年の台風第19号などの災害に
より犠牲になられた方に対し黙とうをささげたほ
か、箏アンサンブル雷神による演奏などが行われ
ました。
　参加した皆さんは、本市の災害からの一日も早
い復旧・復興とさらなる飛躍を祈念していました。

各中学校の課題などを協議し、解決策
などを検討する生徒会長サミット

（仮称）磐城平城・城跡公園が整備
される磐城平城本丸跡地

こと


